マレーシアにおける港市の都市構成に関する研究 : ペナン・ジョージタウンを事例として by 武末 佐恵加 & Saeka Takematsu

























 2013年 2月(山根)、8月(山根、武末、深水、Mahammad Naeem )、2014年 8月(山根、武
末)に調査を実施した。Lebuh Light, Pengkalan Weld, Lebuh Chulia, Jalan Masjid Kapitan 
Kelingで囲まれた地区について、建築用途、階数、構造、建物使用者のコミュニティに関
する悉皆調査を行い、ジョージタウンのインナーシティを形成している Jalan Penangと



























































宗教施設に関しては、St. George’s Church 
（1818 建設のキリスト教会）、観音寺（1801 建
設の仏教寺院）、 Mariamman Temple （1833
建設のヒンドゥー教寺院）、Masjid Kapitan 




























街路である Lebuh Chulia 沿いにも分布が確認できる。華人について見ると、ジョージタ


































(2) Jalan Masjid Kapitan Kling 沿いに、1850年以前の初期の古い宗教施設が配置され、
計画性が伺える。さらに、インド系の宗教施設・コミュニティ施設では、南インドのタミ
ル・ナードゥ地方と、北インドのグジャラート地方と関連を確認できた。 
(3) 多数分布する小祠堂は、華人の土地神を祀るものが中心であるが、一部イスラム教や
ヒンドゥー教のものも見られ、さらに異なる宗教の神格が混淆する事例も確認できた。 
(4) コミュニティごとに、業種の棲み分けがあることが明らかになった。さらにコミュニ
ティや業種が特定の地区に集中して分布することも確認でき、コミュニティごとの業種の
棲み分けが都市空間構成とも密接に関連している実態が明らかにできた。 
